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地震学の逆解析において、波形間の距離指標の定義が推定結果や計算効率に重要である。近年、確率分布間の

距離であるWasserstein距離が従来のL2距離の欠点を解消しうる指標として注目されている。Sambridge ら

(2022)は波形のグラフを2次元確率分布に変換した後、時間軸・振幅軸に周辺化した1次元確率分布の

Wasserstein距離を計算することで、波形を自然に確率分布に変換するとともに高い計算効率を実現した。し

かし、正負の値を取る地震波形を確率分布に変換する方法に依然課題がある。  

 

本研究ではSambridgeらの手法では、1次元確率分布への周辺化により距離指標に顕著な縮退が生じ、例え

ば、逆位相の正弦波の間の距離が0となるという問題を指摘する。その解決法として、計算効率を維持しつつ

距離の頑健性を高めるため、sliced Wasserstein距離(Bonneel et al. 2015)の適用を提案する。Sliced

Wasserstein距離は一般次元の確率分布に対し、ある方向に射影して得られる1次元確率分布の Wasserstein距

離を全方向にわたって積分平均することにより定義され、実用上は有限個の方向に対する平均で近似され

る。本研究では、Sambridge ら (2022)による時間軸・振幅軸に加え、それらと45度をなす2方向に射影した

計4方向の1次元 Wasserstein距離の平均を用いることで、正弦波に対し距離の頑健性が向上することを示す。
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